
宮崎県
合計 483kg 103％
早期 482kg 105％
普通 484kg 103％

西北山間
普通 445kg 103％

広域沿海
合計 471kg 104％
早期 482kg 105％
普通 446kg 102％広域霧島

普通 508kg 103％

作柄表示地帯
10a当たり予想収量、対前年比

10a当たり予想収量（作柄表示地帯別）
（生産者が使用しているふるい目幅1.80mmベース）
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水稲（主食用）の作付面積、10a当たり収量
及び収穫量の推移（宮崎）

●宮崎県における令和７年産主食用米の予想収穫量（10月25日現在）は65,200ｔで、前年産に比
べ7,300ｔ増加すると見込まれます。これは、作付面積（主食用）が13,500haで、前年産に比べ
1,100ha増加と見込まれることに加え、10a当たり予想収量が483kgと前年産に比べ16kg増加する
と見込まれるためです。なお、作柄表示地帯別の10a当たり予想収量は右下図のとおりです。

資料：農林水産省｢令和7年産水稲の作付面積及び10月25日現在の予想収穫量｣
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累年データ
水稲の年次別推移

※作況単収指数は、生産者が使用しているふるい目幅ベースで算出した10ａ当たり収量の前年産までの
５か年中３年平均（最高、最低除く）に対する10ａ当たり収量の比率である。

全国の結果概要

令和７年産の水稲の生産者が使用しているふるい目幅（1.80mm～1.90mm）ベースの収穫量（主食用）は

718万1,000ｔで、前年産に比べ66万2,000ｔ増加が見込まれます。

九州の結果概要

九州における生産者が使用しているふるい目幅1.80mm、1.85mmベースの収穫量（主食用）は

73万6,900ｔで、前年産に比べ９万3,700ｔ増加となりました。

宮崎の結果概要

宮崎における生産者が使用しているふるい目幅1.80ｍｍの収穫量（主食用）は

6万5,200ｔで、前年産に比べ7,300ｔ増加となりました。

ふるい目幅
1.70㎜で選別作況

単収
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t%kgt%kgha宮崎県

74,700 nc464 95 72,100 nc448 16,100 平成27年産

77,200 107 498 103 75,200 108 485 15,500 28

74,900 100 499 103 72,800 100 485 15,000 29

72,500 99 493 100 70,600 99 480 14,700 30

67,900 94 465 95 65,800 94 451 14,600 令和元年

67,900 102 475 97 65,400 101 457 14,300 2

68,000 103 489 101 66,700 105 480 13,900 3

65,400 100 488 100 63,500 99 474 13,400 4

61,700 100 486 101 60,600 101 477 12,700 5

59,600 99 481 100 57,900 98 467 12,400 6

66,400 102 492 102 65,200 103 483 13,500 7

全国
7,468,000 101 547 102 7,181,000 101 526 1,367,000 令和7年産

九州
767,400 105 513 106 736,900 106 492 149,500 令和7年産

令和7年産水稲の収穫量

【拠点だより12月号】


